学外研修報告
－信州大学実験・実習技術研究会への参加報告－
工作部門（機械加工技術班）　林 祐太
1.はじめに（目的等）

　本研修は，2017年度信州大学実験・実習技術研究会に参加し，これまでの自身の業務における取り組みを発表するとともに、他機関の技術発表を聴講や工作系職員の部門交流会における情報交換を通して，教育・研究支援のためのスキルアップを図ることを目的とする．
2.期間・場所
　期間：平成30年2月28日　～　平成30年3月3日（※2月28日は移動日）
　場所：信州大学　長野キャンパス（長野県　長野市）
3.参加者等
　393名（広島大学技術職員 3名）
4.研修内容
（１日目）シンポジウム，記念講演の聴講，ポスター発表セッション（情報収集）
（２日目）口頭発表セッション（発表・聴講），部門交流会
（３日目）施設見学および実習
5.まとめと感想
口頭発表では「トライ＆エラーでの“ものづくり”で得た経験知」と題してOJTを通した設計技術の取得・向上状況および現状の自分の課題を整理して発表した。各大学での状況について、発表時での質問や部門交流会時に多々、ご意見をいただくことで、今後の業務改善への道筋を考える機会となった。
また、現在の業務について他大学で似た内容を担当されている方と情報交換を行うことができた。自分の方法に対するアドバイスを頂くなど直接参考になる点もあり、大変有意義であった。
